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「国語」学習指導案
(木) 3階B室 1.0

単元名伝え合って考えよう

単元について

単元
目標

本クラスは,4月入学2名,9月入学4名,1月入学1名,7名の婦鬮児童教育学級である。アメリ
カ,シンガポール,中国,フランス,ブラジルかぢ届国L,話す外国語は英語5名,仏語1名。いずれ

も現地校に通い,3年から6年問の海外生活を経験している。現地でまず言隼の壁にぶっかり,苦yし

てその国の言葉を獲得し現地校で学習Lてきたが,婦鬮に際し今度はΠ本語の壁に挑んでぃる。どの
子も,家庭では憂本語で会話していたこともあり,単語が恕、い浮かぱず,英語日本語交じりの会き舌にな

ることはよくあるが,日常会話には困らない。しかし,わからない学習用語も多く,討諭¥をし,,畷当t

るための日本語を身に着けていく必要がある。これまで教科・書教材を読み,言葉の意味はもちろん,物
語文では叙述から心情を読み取ったり,説明文では,段落ごとの要点をっかみ,筋道を追って読む学那

を詣榔ナてきた。また,詩の音読やことわざ訓べなどことぱを広げるための学習をし,寓分の'甲いや老え
を日本語で表す機会を多くとってきた。

今回は,日本独特の文化を吉景にもっ「ごんぎっね」を,語句の意昧を確かめ,自分で問いを作り,

自分の考えをもち,話し合いながら読み進める。学習を通して,自分の読みの変化に氣づかせたい。「伝
え合って老えよう」という単元を設定し,自分の考えをていねいに伝え,その考えを学習材・にしてみん

なで話し合うことを繰り返し,賦点いて考える」学習をしたいと老えてぃる。

0問いに刈'する自分の老えを,わかるように伝える。
0話し合うことを通して,読後感の変化や深まりに気づく。

00 ~ 1 0

『ごんぎつね』

40 話し合い 10

3 学習指導計画(9時間農/全10時間)

第一次語句の意味を確かめ,情景のイメージを共有tる

(1)全文を読み,読後感を交流する。

(幻語句の意味を訓べ,文脈の中での意畉をとらえながら読む。

第二次問いを作り,その考えに対tる話し合いを通して,読後感の変化を確かめる。

(1)地の文や会話から人物像を表す言英をみっけ,どんな人物かを考える。
(2)問いを作り,その考えにっいて話し合う 0

(3)統後感について話L合い,その変化をまとめる。

授業者

5 5 ~ 1 1

小里刊畢由美子

45

4 本時の学習について

(1)本時のねらい

読み取0たことをもとに,読後感を振り返り,その変化や深まりに気づく。
(2)予想される本時の展開

I 「このお話はどこカリよしいと思うのか」にっ

いて一人ひとり考えを述べる。

主な学習活動と子どもの姿

2 ーつひとつの肴えに対して質'問,応答をtる。

3

口授業後の話し合いで話題にしたいこと

'話し合いの中で,どの言葉が学習材'としてふさわしかったのか。(どの言葉に立ち止まらせることが
よかったの力→

それぞれの考えの根拠を科肋、め合う。

自分の考えや感じたこと

(1時間)

(2時闇)

学習の初めにもった読後感を振り返る。

(2時間)

( 3時打ヨ)

(木時1/21蒔問)

・友達の吉えを恥W、て,

と比べる。
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